
 

 
                            

 

 

 
 

「優しい答え」 

校長 上澤   司  

 

 

いよいよ３月です。学校では今年度の学習のまとめの時期となりました。各教科のおさら

いと共に、次の学年への準備をしっかりとしていきます。 

 

小学校の先生の書いた本にこんな話がありました。 

算数の割り算の学習で「１０÷４はいくつになりますか？例え

ば、１０個のお菓子を４人で分けるとどうなりますか？そうです

ね、答えは２余り２ですね。」と子どもたちに説明しました。する

と、ある子どもが手を挙げてこう言ったそうです。 

「先生、違います。余りはありません。」 

「どうしてですか。」と先生が尋ねると 

「僕の家では、１０個のお菓子を、お父さんとお母さんが２個ずつ、僕と妹で３個ずつ分

けるので、余りは出ません。」 

この答えを聞いた先生は、思わず胸がジーンとしたと言います。算数の答えとしては、「１

０÷４＝２…２」が正解であって、余りがでます。しかし、私たちの生活の中では、この子

が答えたように余りがでないこともあるわけです。そして、何よりその先生が感じたのは、

その子の家庭の温かさであり、その子の柔軟な考え方だったと思います。 

学ぶということは、正しい答えを導きだすことです。でも、正しい答えが一つとは限らな

いことも、たくさんあります。見方、考え方の違いで、幾通りもの答えがでることもありま

す。「答えがないのも答えのひとつ」という格言もあります。そして、「人と人との間に必要

なのは、正しい答えではなく優しい答えである。」とも言われています。 

学ぶことによって、正しい答えがだせると同時に、優しい

答えもだせる人間になりたいものです。１年間同じ学級で学

習してきたクラスメイト、毎日一緒に暮らしている家族。そ

れらの生活の中では正しい答えも必要だけれど、優しい答え

が人と人との関係を柔らかくすることも私たちは知ってい

ます。相手を思いやり、気遣う言葉や行動ができるようにな

ってほしいと思います。 
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